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（Barret, 2006; Gross, 1998; 2002; 榊原 , 2014）。

































































製 Let sʼ note LX）とそれに接続された 24 インチ


















































音）が 1,000 ms 間呈示され，その後，ブランク
画面が 1,000 ms 呈示された。続いて，ストルー
プ刺激（黄色か紫色で着色された漢字の「黄」あ
るいは「紫」）が参加者の反応があるまで，ある
いは 1,500 ms 間呈示された。
　ストループ課題は，本試行前に 4 試行の練習試
行が実施され，その後，本試行として 1 ブロック







　ストループ課題のタイミング （F （1, 18） = 14.04, 
p = 0.002, ηp2 = .44）， 警 告 音 の 種 類 （F （1, 18） = 












交互作用が有意であったため（F （1, 18） = 11.64, 
p = 0.003, ηp2 = .39），単純主効果の検定を行った
ところ，図 3 に示す通り，評価前ストループ課題
における警告音の種類に有意差が認められ（F （1, 





（1, 36） = 0.01, p = 0.910）。
　また，ストループ課題のタイミング×ストルー
プ課題の適合性の交互作用が有意であったため
（F （1, 18） = 5.20, p = 0.035, ηp2 = .22），単純主効果
の検定を行ったところ，図 3 に示す通り，評価前
ストループ課題におけるストループ課題の適合性
に有意差が認められ （F （1, 36） = 8.85, p = 0.005, 
ηp




なかった（F （1, 36） = 0.05, p = 0.824）。
ストループ課題の誤答率
　警告音の種類の優位な主効果の傾向が認められ




交互作用が有意であったため（F （1, 18） = 7.27, 
p = 0.015, ηp2 = .29），単純主効果の検定を行った
ところ，反応時間と同様に，評価前ストループ課
題における警告音の種類に有意差が認められ（F 




















図 4　Affect Gridの感情価の結果 （バーは標準誤差を示す）。

































とが報告されている（Dulaney & Rogers, 1994; 



















負荷をかけた後の fMRI 測定を行った Veer, Oei, 
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